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★Twitter・インスタも更新中♪

裏面につづく♪

夏休み突入！

ブドウの栽培講習会を開催しました!
7月19日、果樹部会主催のもと、広島県立農業技術大学校（是松町）にて、ブド

ウの栽培講習会を開催しました。約２０人の出荷者さんにご参加いただき、実際に
農技大の落葉果樹コースで栽培しているブドウのハウスを見学させていただき、栽
培に関する様々なノウハウを学ばせていただきました。
落葉果樹コースでは、ピオーネ、安芸クイーン、シャインマスカットなどの品種

を栽培。７月末には「もも・ブドウ祭り」というイベントを開催するため、そこに
収穫時期を定めて栽培しています。
参加された皆さんの中には、これまでブドウの栽培について学ぶ機会がなかなか

無く、ほとんど自己流でやってきたという方もいらっしゃり、房が着色に必要な日
光を十分に浴びられるような摘葉作業のコツ、種無しブドウを作る際の「ジベレリ
ン処理」の正しいやり方とタイミング、防除、房の袋かけの時期や、かける袋の色
の使い分けなど、かなり実践的な内容が盛りだくさんで、出荷者の皆さんからも先
生に対して沢山の質問が投げかけられ、大変学びの多い研修となりました。
今後も出荷者協議会では、より出荷者の皆さんの関心が高い内容にフォーカスし

た専門的な研修を実施していこうと思っておりますので、皆さんのご参加をお待ち
しております。

先生から栽培に関する説明を受ける参加者の皆さ
ん。

きれいな実をつけた農技大で栽培中のピオーネ。
学内イベントで販売されます。

真夏日が続いておりますが、皆さん
いかがお過ごしでしょうか。夏休みに入

り、売場は家族連れやツアーのお客様、旬
のとうもろこしに夏野菜の入荷と、暑さにも

負けず賑わっております。
しかしながら、今夏は特に気温が高く、高野町で

は７月２８日に、観測史上最高の３５.1度を記録。
畑仕事など屋外での作業時、日中の気温が高い時間
帯を外す、やむを得ない場合はスポーツドリンクや
経口補水液といったナトリウムを含んだ飲み物を接
種するなど、十分な熱中症対策をお願いします。
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次回もお楽しみに♪

🏃出荷者紹介バトン㊸🏃

岡﨑葡萄館 代表 岡﨑 哲朗さん（口和町）
おかざき てつろうおかざきぶどうかん

口和町でブドウと水稲栽培、販売をしている岡崎哲朗（５５歳）です。口和町で
育ち、庄原格致高校を卒業後、鳥取大学工学部機械工学科に進学し、広島市の広島
アルミニウム工業（株）に就職します。３０歳を前に地元に戻り、長岡商事情報機
械部に再就職しましたが、３４歳で脱サラ、翌年ブドウ栽培を開始します。農業に
関してはほぼ素人からのスタートでしたが、今年で２０年目の夏となります。また、
現在は広島県の指導農業士、本年度より道の駅たかの出荷者協議会果樹部会の会長
をさせていただいております。
ブドウ栽培に関しては私単独で２３ａの圃場で作業、販売しています。水稲の方

は父、息子と共に主として秋の受託作業を１５ｈａ分こなしています。ブドウの出
荷先は直売と道の駅たかのでほぼ完売となります。
ブドウは雨除けパイプハウスによる施設栽培で、県内では開園当時最新技術で

あった「一文字広島仕立て根域制限」を取り入れた栽培方法です。年数が経ってか
なりくたびれてきていますが・・・。また、無袋栽培かつ減農薬、厳しい着果制限
を行い高品質なブドウ栽培を目指します。因みに、水稲栽培も堆肥を用いた有機栽
培による高食味の米作りを心掛けています。

岡崎さんとハウス栽培のブドウ。２３ａのハウス
を１人で管理されています。

栽培中のシャインマスカット。目の細かい網で
ハウス全体を覆うことで虫の侵入を防ぎ、無袋
栽培を実現しています。

ここ最近の年を通じての極端な天候に対処するために、最新の栽培技術、農薬や
肥料の調査、選定を書籍やネットから情報収集し、技術的な挑戦をすることを心掛
けています。近年ではネットで栽培技術を公開している方もいらっしゃるので、昔
より簡単に情報が手に入るので助かります。が、立地条件や風土、気候の異なる栽
培技術はそのまま実践しても上手くいかないことも多く、日々勉強の毎日でござい
ます。
私がブドウ栽培を始めるにあたり、開園の相談に乗ってくれた方が教えてくれた

ことですが、「果樹栽培はこの庄原地域が適地。ただし、栽培技術がやたら難しい
から栽培農家が根付かないんだ」と。ですが、難しいからこそ価値があり、困難を
克服していけば、もっとこの地域に新しい産業の形がうまれるのではと期待し、ブ
ドウ園を始めてはや２０年。少しずつですが、ブドウ栽培に興味がある人が増えて
きています。これからは、微力ながら、今がんばっていらっしゃる農家の方や、次
世代農業者の技術的な相談相手になれればと思っています。


	スライド 1
	スライド 2

